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Abstract: In university learning, rather than learning for the purpose of passing certification exams, it is much 
more important to have free, in-depth, and intrinsically motivated learning that goes beyond the boundaries of 
textbooks and exams, and beyond their defined scope. However, considering the motivation of students and the 
hiring criteria of companies, learning for the purpose of passing certification exams is also considered to have a 
certain educational effect. In this paper, we discuss the educational effects of learning for the purpose of passing 
the certification examinations through the practice of classes and interviews with students who aim to pass the 
Fundamental Information Technology Engineering Examination at our university. 
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1.はじめに

日本において情報系分野を学ぶ大学生や，同

分野に進むことを目指している高校生と話して

いると，資格の取得を学習の目標にしている学

生が多い．それらの資格はほとんどの場合，医

師や看護師などの医療分野やパイロット，航空

整備士，自動車整備士，建築士等とは異なり，

業務を行うために取得が義務付けられるもので

は無い．その意味で，情報系分野で資格試験と

言われているものの多くは，正確には能力認定

試験と考えらえれるものである．以降本論文で

はこの能力認定試験のことを認定試験と称す

る．	

　筆者は，大学における学習としては，認定試

験への合格を目的した学習よりも，教科書や試

験の枠にとらわれず，それらの定めた範囲を超

えた自由で深い学習，内発的動機づけに基づく

学習がより重要であると考えている[1]．しかし
学生の学習モチベーションや，企業の採用基準

などを考慮すると，認定試験への合格を目的し

た学習も一定の教育効果があると考えられる．	

　本論文では，本学情報電子システム工学科に

おける，基本情報技術試験[2]の合格を目的とし
た授業の実践，学生へのインタビューを通し

て，認定試験への合格を目的した学習の教育的

効果について考察する．	

2.認定試験の学習の利点

表1に認定試験の学習の利点を示す．本章では
これらの利点について述べる．	

2.1.能力の明確な指標化	

　学生に認定試験の合格をなぜ目指すのか尋ね

ると，概ねの学生は「企業等に能力を客観的に

示すことができ，就職や昇進で有利になるか

ら」といった内容を答える．企業の人事担当者

の話を聞くと，認定試験の取得は確かに評価さ

れるケースもある．	

　企業の新卒採用において，企業は学生に対し

て，大学名や学業成績の他，学生時代に力を入

れたことや自己PRを尋ね，これらをもとに学生

の専門的な能力を評価しようとする．大学名に

よって大学入学時の試験のおおよその偏差値を
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知ることができるが，これだけでは大学で専門

的な能力を修得しているか評価できない．学業

成績についても，大学や授業によって授業や試

験の内容，成績の評価基準は異なるため，異な

る学部や，異なる大学の学生の能力を成績だけ

で比較するのは困難である．また，新卒採用時

の統一的な能力の評価指標ともなる総合適正検

査SPIがあるが，それだけでは専門的な能力は十

分に評価できない．そこで独自の専門試験を実

施する企業もあるが，問題作成や採点にかかる

コストが必要となるため，多くの企業は専門試

験を実施していないのが現状である．このよう

な状況の中，国や専門機関が実施する認定試験

は，異なる学部，異なる大学の学生に対する，

統一的，標準的な専門能力の評価指標として活

用することができるのである．認定試験の合否

は明確に定まるため，昇進や昇給等の評価の際

の明確な基準ともしやすい．官公庁の情報シス

テム開発の入札の際に，情報処理技術者試験の

合格者数の記入や，合格者のプロジェクトへの

参加を要件にするケースも増えている[3]．

2.2.学生の自信とモチベーション	

　一般的に認定試験の合格実績には，期限が定

められておらず，更新を求められこともない．

そのため一度試験に合格すれば，その事実は一

生その合格者の能力を示すものとして残り続け

る．そのため，合格実績は学生の自信に繋が

る．これは有名大学，偏差値の高い大学に合

格，卒業した事実がブランドとなっており，そ

のことが自信になるのと同様である．学生は認

定試験によって，大学入試試験とは別の合格実

績を作ることができる．大学入試共通テストは

年に1度しか受験機会が無く，受験に失敗したら
また翌年に，しかも通常浪人して再挑戦しなけ

ればならない．しかし，認定試験の多くはそれ

よりも受験の機会が多く，短い期間の間に再挑

戦しやすい．そのため，認定試験は大学受験に

失敗したと考えている学生に対しても，試験合

格に基づく新たな自信を与える重要な機会とな

る．Maslowの欲求5段階説[4]でも示されている通
り，多くの人は承認欲求を持っており，認定試

験の合格はこの欲求を満たす手段の一つとな

る．	

　筆者がこれまで講義を行ってきた大学生の中

では，内発的動機づけによって学ぶ学生より

も，外発的動機づけによって学ぶ学生の方が圧

倒的に多い．そのため，試験日という期日を定

め，認定試験で一定以上の点数を取るという目

標は，多くの学生にとって熱心に学習するため

のモチベーションとなる．また，試験範囲が定

められていることによって，学生は当該分野で

一般的に修得すべきだと考えられている知識は

何かを知ることができる．	

3.情報電子システム工学科における授業の事

例

学生からの要望を受け，本学情報電子システ

ム工学科では，日本の経済産業省が所管する情

報技術の国家試験である基本情報技術者試験[2]
への合格を支援するための授業として，1年次に
基本情報処理講座Ⅰ，2年次に基本情報処理講座
Ⅱの2つを開講している．基本情報技術者試験
は，ITの基本戦略立案又はITソリューション・製
品・サービスを実現する業務に従事する者が一

般的に修得すべき知識が出題され，午前試験2時
間30分，午後試験2時間30分の試験から構成され
る．午前試験と午後試験のそれぞれで一定以上

の点数を取得しなければ合格しなければ合格と

認められない．同試験は1年間に2回受験する機
会が設けられている．	

2020年度からは，上記の講義を基本情報技術
者試験の午前試験免除対象講座として開講[5]し
ており，一定の条件を満たした学習者が，基本

情報技術者試験の午前試験免除を受けられるよ

うにしている．具体的には，図1に示す内容，ス
ケジュールで，学生が基本情報技術者試験の午

前試験免除を受けられるようにしている．まず1

年次後期に開講される基本情報処理講座Ⅰを受

講し，定められた一定以上の出席点を取得する

ことが必須となる．2年次前期に開講される基本
情報処理講座Ⅱは，午前試験免除を得るために

受講が必須とはならないが，株式会社サーティ

No. 概要

1
学生は認定試験への合格実績を，自身が
当該分野の知識の学習能力を一定以上有
していることを他者，特に企業に示せ
る．

2
一度合格すれば，その実績は取り消され
ることなく一生残る．そのため，合格実
績は学生に自己肯定感を与える．

3
大学受験等と異なり，認定試験を受験す
る時期は多くあり，一度不合格になって
も何度も再挑戦できる．

4
合否が明確に定まるため，学習の目標を
明確に定められ，それが学習のモチベー
ションになる．

5
認定試験の学習を通して，当該分野で標
準的に学ぶべき内容を幅広く知ることが
できる．

表1	認定試験の学習のメリット
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ファイが主催する情報処理技術者能力認定試験2

級第1部[6]の合格を支援する内容を講義する．そ
して，午前試験免除に必須となるサーティファ

イの同試験の学内団体受験を7月，9月末に実施
している．学生が基本情報処理講座Ⅱで試験範

囲の多くを学び，記憶が残っている間に受けら

れるように1回目の受験は7月末としている．ま
たそこで不合格だった学生が，夏季休暇中に学

び，9月末に再挑戦できるようにしている．そし
て，午前試験免除の最後の要件として，IPAが提
供する問題による修了試験を12月および翌年の1
月に行っている．	

基本情報処理講座Ⅰ，Ⅱでは，Moodleを使っ
て授業の各回ごとに小テストを設け，それぞれ

の授業で全14回小テストを学生に実施してもら
い，高い頻度でに知識の修得確認を行ってもら

うようにした．その際，テスト方法の違いによ

る記憶の定着度についてのKarpickeらの研究成果
[7]に基づき，各回の小テストの問題は，その前
の回までのすべての回で学んだ内容から出題す

るようにした．Karpickeらの研究[7]では，英単語
の学習において，小テスト時に間違えた単語を

次回の小テストで出題する手法と，前回の小テ

スト時の正解，不正解によらず毎回全出題範囲

から出題する方法が比較されている．そして，

後者の方が記憶が忘却されにくいことを示して

いる．

2020年9月から2022年1月が，本学で午前試験
免除対象講座を開講した初回であった．2020年
度後期の基本情報処理講座Ⅰの受講者は49名，
うち38名が単位を取得した．2021年度の基本情
報処理講座Ⅱは46名が受講し，全員が単位を取
得した．そのうち，サーティファイの情報処理

技術者能力検定試験2級第1部に合格したものは

16名であった．また，IPA修了試験合格者は6名
であった．サーティファイの試験合格者数に比

べてIPA修了試験合格者数が少なかったことの一
番大きな要因は次の通りであると考えられる．

サーティファイの試験終了後からIPAの修了試験
までの間に，IPAの修了試験を支援するような講
義は開講されていないため，この間に自発的な

学習を上手くできるように支援できていなかっ

た．この点は今後改善すべき事項でもある．

4.認定試験の学習のデメリットとそれを解消

する学習支援手法

認定試験の学習には2章で述べたメリットがあ
るが，それと同時に生じるデメリットも表2の通

図1	本学の基本情報技術者試験の午前試験免除の要件と支援のスケジュール

No. 概要

1
学習の範囲が自ずと限定されてしまう．
試験に出ない内容の学習は優先順位が低
くなってしまう．

2 知識のみを問う認定試験の場合，実技の
修得のための学習をしない．

3
学生が試験に合格したことで満足してし
まい，さらなる学習を行わなくなってし
まう場合がある．

4
認定試験に合格するための学習に慣れて
しまい，認定試験以外の学習にモチベー
ションがわかなくなる場合がある．

5
試験になかなか合格できない場合，学生
に劣等感を与え，自信を失わせてしま
う．

表2	認定試験の学習のデメリット

渋沢：大学における能力認定試験の教育的効果についての考察 
－情報系分野における事例－ 29



り存在していると考えられる．この中でも筆者

は特に，学習の範囲が限定されてしまうことに

は注意が必要であると考えている．認定試験で

はその性格上，明確に出題範囲が定められてい

る．認定試験に向けて学習している学生の目標

は認定試験に合格することとなるため，合格に

不必要な，すなわち試験の出題範囲外の内容，

出題範囲内ではあるが試験にでは出ないより深

い内容の学習の優先順位は下がってしまうので

ある．試験終了後にそういった内容を学べられ

れば良いが，試験が終了したことで学習のモチ

ベーションは途絶え，学習できないままになる

恐れがある．認定試験の出題内容は，標準的で

あると考えられる内容を出題者が定めたもので

あり，世の中に無い新しいシステムの研究開発

能力が問われるものではない．したがって，試

験範囲にとらわれない学習も行うことが望まし

い．	

　上記のメリット，デメリットを踏まえると，

認定試験の合格は，あくまで通過点の学習目標

とし，それを学習の最終目標とすべきではな

い．各学生が実現したい最終目標，目的を持

ち，自らの価値感を持って内発的動機づけに基

づき学習していくことが望ましい．学習の最終

目標がしっかり定まっていれば，認定試験の合

格実績やテストの点数等を他者と比べる必要は

全くない．しかし，大学入学後すぐにそのよう

に学べる学生は少なく，試験の合格実績に関し

て劣等感を抱いてしまっている学生に対して

は，認定試験の学習，合格を通して自信をつけ

させた上で，さらに深い内容の学習の支援を行

う方法が現実的で，着実に学生の能力を伸ばす

方法であると考えられる．また，認定試験に合

格できない学生に対しても，認定試験では評価

できないような実践能力を修得させる等によっ

て，学生に自己肯定感を与えるような支援も重

要となる．	

5.まとめと今後の課題

本論文では，基本情報技術試験の合格を支援

する授業の実践，学生へのインタビューを通し

て，認定試験への合格を目的した学習の教育的

効果について考察した．	

　認定試験の学習のメリットを活かしつつ，学

生が認定試験の範囲を超えた深い内容の学習を

自発的に行えるように，学生の支援を考慮すべ

きである．特に実践能力の養成[8]のみならず，
基礎理論の学習モチベーションを高めるような

支援が，一周回って今後一層重要になると考え

られる．	
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